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 すべての方に図書館資料を利用して 

いただくためのサービスです。 

＜主なサービス＞ 

★対面朗読  ★郵送・宅配貸出 

★録音図書の貸出 

●点字図書の貸出 

●大活字本の貸出 

●布の絵本・さわる絵本の貸出 

●読書支援機器類の利用 
 

 

●しごと情報サービス● 
 

  中央図書館４階にはビジネス分野

に役立つ資料を集めた｢しごと情報資

料コーナー｣があります。起業、企業

情報、経営管理、マーケティング、 

 就職、転職、各種統計などに 

  関する資料があります。 

●がんに関する本● 

  中央図書館４階の医学分野の書架には

「がんに関する本」コーナーを設けており、症

状や治療法などの情報が得られるようになっ 

 ています。また国立がん研究センターから 

   寄贈いただいたお知らせ等を展示、 

 配布しています。 

１１月４日（日）に国語講師吉田裕子先生をお招きし、レファレンス講座「百人一首

入門～季節の歌、恋の歌～」を開催しました。 

本講座は、先生から和歌の解説をいただくだけでなく、実際にホトトギスや鹿の鳴

き声を聴いて意見を交わしたり、会場の全員で和歌を詠みあげたり、講師と受講生

が一体となって講座を作り上げていくものでした。「言葉」のスペシャリストとして学習

塾やカルチャーセンターなど数多くの講壇に立たれる吉田先生のユーモアあふれる

話術に、受講生からは「とてもおもしろかった」「わかりやすかった」など、ご好評をい

ただくことができました。吉田先生の著作は、古文だけでなく語彙や文章など「言葉」

に関するものもたくさんありますので、ぜひ図書館でご覧ください。 

●多文化サービス● 
 

  中央図書館４階には｢外国語資料コー

ナー｣があります。中でも日本文化につ

いての資料や日本で暮らす上で役立つ 

     資料は「日本を知る」コーナー 

           に集めています。 

レファレンス講 座 開 催 報 告 
「百人一首入門～季節の歌、恋の歌～」 

11月11日（日）に東京外国語大学教授の青山弘之

先生をお招きし、ご講演いただきました。一時は日本

でも大きく報道されたシリア内戦ですが、いつの間に

かその機会は減りました。今回はその理由を探りなが

ら、内戦の過去と現在、そして今後についてお話しい

ただきました。 

講義は青山先生が昨年９月にシリアを訪れた際の

写真と映像から始まりました。首都ダマスカスの旧市街

にはモスクからのアザーンが響き、シリア人の人懐こさ

も内戦前と変わらぬものだったそうです。一方で同じ市

内でも攻撃を受けた地域には戦闘の傷跡が残ります。

内戦のきっかけは、民衆による反政府デモ、いわゆる

アラブの春と言われますが、実際は単なる政府対反体

制派の争いではないようです。 

欧米諸国はアサド政権独裁を批判し、政府と敵対

するアル＝カーイダ系組織を支援、イスラーム国を含

む過激派組織の台頭の一因となりました。一方ロシア

やイランもシリア内政への不干渉を表明しつつ実際は

テロとの戦いと称して軍事介入を行いました。こうした

国外からの干渉により深刻化したシリア内戦は、内戦と

いうよりむしろ国際紛争と呼べるのかもしれません。 

内戦が長引く中、欧米諸国の関心はＩＳの撲滅やシ

リア政府の化学兵器使用疑惑の真偽に移行し、これら

は日本でも報道されました。

しかし、トランプ大統領就任

後にＩＳに対する攻撃が増加

し、事実上の崩壊を迎えると

日本での報道はめっきり減ってしまったのです。 

現在は残存したシリア政府を軸に、ロシア主導で復

興が進められています。復興を目指しボランティアに

従事し、職業訓練や教育を受ける市民の姿は印象的

でした。しかし、民主化の実現は遠く、アサド政権に対

する欧米諸国の姿勢が復興の妨げとなるなどの問題も

残っています。シリアの人々が本当に必要とする暮らし

と描かれる理想に向かう手段との間には差があり、シリ

アにとっての最善の選択とは何か、問われています。 

 今回の講演会では、「分かりやすい解説で疑問点が

解消された」「頭の中が整理できた」といった感想を多

くいただきました。中には「今まであまり関心を持たな

かったが、これを機に勉強していきたい」との声もあり、

今後の学びにつながるよい機会になったと思い

ます。 

   2 月 
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 館内の検索機（OPAC）のご案内です。触ったことのない方でも
大丈夫！マンツーマンで行います。 
 検索機は資料探しに欠かせません。入力のコツなど、質問内容に
合わせて15分程度のご案内をいたします。 
 毎週水曜と最終週の日曜、午後2時～3時半の間に3階の総合カウ

ンターへお申し出ください。 

OPAC検索案内のお知らせ 

月    3 

   1 月 

■全館休館のお知らせ 

 2月4日(月)は図書館システム停止のた

め、図書館は市内全館で休館となります。

ホームページにもアクセスできません。 

ご了承ください。 

  
 

館名 
       

 

日程 
 
 

1月 
 

片町 

 
 

21日(月)～23日(水) 
 
 

2月 

 

新町 

西府 

 
 

18日(月)～20日(水) 

 
 

3月 

 

武蔵台 

紅葉丘 

  

4日(月)～6日(水) 

■休館のお知らせ 
 

▽蔵書点検のため、次の日程で休館します。 

図書館講演会開催報告 

報道されなくなったシリア内戦 

～「今世紀最悪の人道危機」のその後～ 

 16日(土)  図書館ガイドツアー ★ 

 24日(日)  ビジネス支援講座 ★   

 29日(金)  図書館員体験ツアー ★ 

★の催しは予約制です 

19日(土)  よむよむ探検隊「星と海と陸を冒険しよう！」 

19日(土)  図書館ガイドツアー ★ 

20日(日)  図書館講演会「赤ちゃんからおばあちゃんまで 

                 楽しむ紙芝居と絵本」★ 

10日(日)  手作り本をつくろう  楽しい製本教室 ★ 

17日(日)  図書館ガイドツアー ★ 

23日(土)  折り紙イベント 

●リーディングトラッカー● 
 

  中央図書館の各カウンターで「リーディ 

ングトラッカー」を館内貸出しています。 

両隣の行の文字を隠すことができ、 

読みたい行に集中できます。拡大鏡 

（ルーペ）付きのものもあります。 

★マークのサービスを利用するにはハン
ディキャップサービス登録が必要です。
サービスにより利用要件が異なりますの
で、詳細は中央図書館ハンディキャップ
サービス担当までお問合せください。 

中 央 図 書 館 の 行 事 予 定  

あけましておめでとうございます。今年もどうぞよろしくお願

いいたします。府中市立図書館は、すべての方にとって便利

で使いやすい図書館を目指して、これからも工夫を続け 

てまいります。 

  今号ではみなさまに図書館をより便利にお使いい 

        ただけるように、実施しているサービス 

         をご紹介いたします。ご家族やご 

        友人に是非おすすめください。 



〈おはなしの森〉 

●中央図書館 
日時／ 

①1～3月の毎週木曜日 (1月3日、3月21日を除く) 

 午後３時半～４時 

②1月5日、2月2日、3月2日(土)  

 午前11時～11時半 

対象 ／３歳～小学生（保護者同伴可） 
 

●地区図書館  

日程／ 
押立・宮町図書館 ―1月9日、2月6日、3月6日(水) 

西府・片町図書館 ―1月9日、2月13日、3月13日(水) 

白糸台図書館      ――1月16日、2月13日、3月13日(水) 

武蔵台・是政図書館―1月16日、2月20日、3月20日(水) 

新町図書館     ――1月16日、2月27日、3月20日(水) 

四谷図書館          ―― 1月17日(木)、2月21日(木)、3月20日(水) 

紅葉丘図書館    ――1月30日※、2月6日、3月13日(水) 

住吉・生涯学習センター図書館 

           ――1月23日、2月27日、3月27日(水) 

時間と対象／ 
午後３時半～４時／３歳～小学生（保護者同伴可） 

※紅葉丘図書館の1月30日(水)は午後2時半～3時 
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  府中市の南を流れる多摩川は山梨県の笠取山を水源として、東京都と

神奈川県の県境を流れ、東京湾へと注ぐ流路延長138ｋｍの一級河川で

す。今回は多摩川の知られざる歴史をご紹介します。 

府中自慢 

 鮎は江戸の名産の一つで、特に多摩川の鮎は、型や味が優れているとして、将

軍家御用鮎にもなっていました。文政４年（１８２１年）の「押立村差出明細書上帳」

を見ると押立村で鮎漁が行われ、府中でも御用鮎を上納していたことがわかります。 

 また多摩川では舟を使わず、昼間水深の浅い場所を数羽の鵜を束ねて歩いて

まわる徒鵜飼が行われていました。多摩川の鵜飼は拝島辺りから下流の地域、日

野・立川・府中・調布辺りが盛んだったといわれています。 

 明治２２年（１８８９年）に甲武鉄道（中央線）が敷かれると、電車に乗って客が来るようになり、多摩川沿

岸の船宿や料理屋もにぎわいました。明治２４年（１８９１年）に府中駅の旅館中屋と松本屋が案内所になっ

て「玉川鮎漁」のよびかけをした広告には、甲武鉄道の利用（国分寺停車場下車、馬車で府中駅へ）はもち

ろんのこと東京四谷塩町から府中駅までの直通馬車が通っていたことが分かります。このことからも当時の人

気が窺がえます。明治に入って観光鵜飼として人気を博した鵜飼は昭和１０年代まで続けられました。 

多摩川の鮎と鵜飼 

多摩川の渡しと橋 

  府中市で暮らす人、 

通勤・通学などされている人は、 

 「府中ってどんなところ？」と誰かに 

   聞かれることも多いはず。 

     今年度の図書館だよりでは、 

         府中自慢を特集します。 

  
 府中市のここがスゴい！ 
 行ってみよう、調べてみよう 
 

            ③ 多摩川編 

  多摩川に橋が架けられる以前、人々は渡し賃を払って、舟で川を渡って

いました。「渡し」は古代から存在しましたが、制度的に整備されたのは江戸

時代に入ってからです。近代以降には渡しを経営する村名をつけて公称し

ているものが多いようです。 

  府中市内には江戸時代から中河原渡し（関戸渡し）、是政渡し、押立渡

し、その他にも農耕渡しであったため渡し賃を取らなかった常久渡しがありま

した。また明治１３年（１８８０年）には作場

渡しとして開設された一の宮渡しがありまし

た。これらの渡しは一年中舟が出たわけではありません。水量が少なくなる

冬季などは舟を出さず、仮の板橋を架けて渡すこともありました。 

  人々の足として大きな役割を果たしていた多摩川の渡しも、交通機関の

発展に伴う交通量の増加などから対策が必要となり、中河原渡し（関戸渡

し）には昭和１２年（１９３７年）関戸橋、是政渡しには昭和１６年（１９４１

年）是政橋が開通し、渡しはその役目を終えたのでした。 

徒鵜飼（かちうかい）大正初期。 

『写真集 むかしの府中』より 

中河原渡しの碑。中河原渡しは、府中から対岸

の関戸を経て相模国へ通じる鎌倉街道の重要

な渡し場でした。多摩川の中に中河原村と関戸

村の境界があるため、関戸側には関戸村が経

営する関戸渡しが設置されていました。 

参 考 資 料 
 

『続府中の風土誌』 府中市企画調整部/編 F213/10/フ 

『いしぶみ草紙 路傍の語り部たち』 〔府中市〕文化スポーツ部文化振興課/編 F291.3/10/イ 

『府中市史 中巻』 府中市史編さん委員会/編 F213/10/フ 

『写真集 むかしの府中 明治～昭和２０年代』 府中市企画調整部/編 F213/10/ム 

『多摩川中流域自然地理ガイド 府中周辺 府中市郷土の森博物館ブックレット１１』  

府中市郷土の森博物館/編 F291.3/10/タ  

下流橋の架橋から８０年以

上が経ち、現在架け替え

工事が進んでいる関戸橋

より四谷方面を望む。 

ご案内 

「おはなしの森ハイキング」 

 おはなし会を3回とブックトークを実施し

ました。 
 
 第1回の1、2歳児と保護者対象の「ちい

さい子のためのおはなし会」では、親子

でわらべうたや手遊びで一緒に体を動

かし、絵本を楽しみました。 

 第2、3回の3歳以上のお子さん対象の

「おはなしの森」では、おはなしの語り、

絵本の読み聞かせにみんなじっと聞き

いっていました。参加してくれた子ども達

には、手作りのバッグと食べ物の形のプ

ログラムをプレゼントしました。 

 ブックトーク「よむよむ探検隊」で

は、「大切な友だち」をテーマに本を

紹介しました。内容の紹介、クイズや

読み聞かせなどをみんな興味深く聞

いていました。  

「本の処方箋～この人におすすめの一冊～」 

 楽しい気持ちになりたい、泣いてすっきりしたいなど、

その時の気分にピッタリの本を、市民の皆さんから募集

したところ、60タイトルも

の応募がありました。タ

イトルが分からないよう

にラッピングをして、応募

コメントを読んで選べる

ように展示しました。 

 中央図書館では、一つのテーマにそって 
何冊かの本を紹介するブックトークを開催 

します。ぜひ、当日ご来館ください。 

   日時 1月19日（土）午後３時～３時45分 

   場所 中央図書館 おはなしのへや 
   対象 小学４・５・６年生 
   定員 先着30人 
   テ－マ「星と海と陸を冒険しよう！」 
 

小学生のためのブックトーク  

よむよむ探検隊 

市民文化の日 図書館イベント開催報告 
 10/14(日) 

「みんなでつくる！ 

     おすすめ歴史小説・時代小説年表」 

 皆さんから応募のあったお

気に入りの歴史小説・時代

小説で、年表を作成しまし

た。古代から現代まで様々

なジャンルの小説がたくさん

紹介されました。 

   月 ～      月 
「おはなしの森」では絵本や昔話の読み聞かせを、 

「ちいさい子のためのおはなし会」では 

赤ちゃん絵本の読み聞かせやわらべうたを行っています。 

〈ちいさい子のためのおはなし会〉 

 ●中央図書館 

  日時／ 1～3月の第2・4木曜日  

     午前10 時半～11時 

 対象／ 1・2歳児と保護者 

    ☆おはなし会の後に絵本のプチ講座も行います。 

 ●地区図書館 

 日時／地区図書館「おはなしの森」と 

       同日の午前10 時半～11時  

    ※四谷図書館のみ  

     1月16日、2月20日、3月20日(水) 

 対象／ 1・2歳児と保護者 


